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労働安全衛生規則の一部を改正する省令案（概要） 

 

１．改正の趣旨 

産業医の選任については、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号。以下「法」という。）

第13条第１項の規定において、事業者は、厚生労働省令で定めるところにより、医師の

うちから選任することとされているところである。 

一方、産業医として選任できる者の事業場等における役職については、法又は労働安

全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）で制限は設けられていないため、企業の代表取

締役、医療法人の理事長、病院の院長等が産業医を兼務している事例がみられるところ

である。 

しかしながら、労働者の健康管理は一定の費用を伴うものであるため、事業経営の利

益の帰属主体（以下「事業者」という。）を代表する者や事業場においてその事業の実

施を統括管理する者が産業医を兼務した場合、労働者の健康管理よりも事業経営上の利

益を優先する観点から、産業医としての職務が適切に遂行されないおそれが考えられる。 

このため、事業者は、産業医を選任するにあたって、一定の者を選任してはならない

ことを定めるものである。 

 

２．改正の内容 

事業者は、産業医を選任するにあたって、法人の代表者若しくは事業を営む個人（事

業場の運営について利害関係を有しない者を除く。）又は事業場においてその事業の実

施を統括管理する者を選任してはならないこととする。 

 

３．施行日 

  平成 29 年４月１日（予定） 


